
令和５年度 

第３回入間市文化財保護審議委員会 

＜次 第＞ 
 

日 時  令和６年３月１２日（火） 

午前１０時～午前１１時３０分 

会 場  博物館 会議室ほか 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 挨 拶 

 

 

 ３ 議 題 

(1) 入間市指定文化財の新規指定について〔資料１〕 

「会田津満全国巡礼関係史資料」 

 

(2) 入間市指定文化財候補について〔資料２〕 

 

 

４ 報 告 

(1) 令和５年度文化財防火訓練の実施について 

 

 

(2) その他 

 

 

５ その他 

 

 

 

６ 閉 会 
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（１）入間市指定文化財の新規指定について 

理由書 

(1)名  称  会
あい

田
だ

津
つ

満
ま

全
ぜん

国
こく

巡
じゅん

礼
れい

関
かん

係
けい

史
し

資
し

料
りょう

 

(2)員  数  納経帳 ９冊、護符類 １５点、護符の入れ物 １点、日本国絵図 １枚 

民間薬袋 ５点、金毘羅山引札 １枚、万国人物図巻 １巻、廻国巡礼供養塔 １基 

(3)種  別  有形文化財（古文書） 

(4)所 在 地  入間市大字二本木１００番地（入間市博物館寄託） 

入間市宮寺（会田家墓所）【廻国巡礼供養塔】 

(5)所 有 者      

(6)指定の理由 

本件は、江戸時代後期、二本木村 山
やま

際
ぎわ

（現入間市宮寺）の農婦会田津満（つま）（寛政１０年～

明治６年、１７９８～１８７３）が、嘉永元年（１８４８）から安政２年（１８５５）までの延べ

７年間をかけて、全国の寺社仏閣を巡礼して満願を遂げた際の関係史資料である。 

納経帳には、巡拝先の寺社仏閣から下付された御朱印が綴られ、北は陸奥国（現宮城県）仙台か

ら、南は薩摩国（現鹿児島県）鹿児島城下までの３８０カ所を数え、東北地方の寺社、坂東三十三

か所、秩父三十四か所、西国三十三か所・四国八十八か所の各札所、さらに中国・九州の札所や寺

社を巡拝したことが知られる。また、御朱印の日付からは、津満の全国行脚の期間を知ることがで

きる。巡礼の期間は、第 1期（嘉永元年４月～９月）、第２期（嘉永２年２月～４月）、第３期（嘉

永４年４月～安政２年９月）に分かれ、とくに第３期は４年８カ月にも及んでいる。 

護符類は、雷除けなどの護符、諸神社名などの護符、それに頂相・菩薩護符である。民間薬袋や

日本国絵図とともに、津満が旅程の安全大事の願いや、不測の事態の備えに携えていたものと思わ

れる。 

「金毘羅山引札」「万国人物図巻」は、旅の土産と考えられる。「万国人物図巻」（縦 26.5 ㎝×横

858.5cm）は、自筆の奥書によると、嘉永６年（１８５３）に長崎の新大工町（現長崎市新大工町）

で津満が買い求めたものである。絵巻には、仮想の国も合わせて４０か国の民族衣装を着た男女１

組ずつが極彩色の顔料で描かれ、それぞれに説明が施されている。作者は長崎の町絵師・城義隣で、

このような図巻は国内では神戸市立博物館や九州大学にも所蔵されている。 

津満の墓所には、第２期の巡礼が終わったあとの、嘉永２年（１８４９）１１月に津満の巡礼の

意思を詠んだ和歌が刻まれた廻国巡礼供養塔が立つ。道標を兼ねていることから、もとは狭山丘陵

の村山道沿にあったものといわれている。 

巡礼の旅程や経費等を記した「道中日記」が残されていないため、津満の巡礼の目的や巡礼同行

者の存在、長期に及ぶ資金の出所等には不明な点も残っており、今後の調査研究による解明が待た

れる。 

会田津満全国巡礼関係史資料は、行動が規制され旅が不自由な江戸時代において、一般の女性が、

ただ一人で延べ７年に及ぶ歳月をかけて全国各地を行脚巡拝し、満願成就を果たした稀有のもので

ある。江戸時代の当地域における女性の身分的・社会的状況を考究するうえできわめて重要である。 

資料１ 
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（２）入間市指定文化財候補について 

・名  称  老茶樹関係史資料 

・種  別  有形文化財（歴史資料） 

・所 在 地  入間市大字二本木１００番地（入間市博物館寄託） 

         

・所 有 者    

・構  成 

○文書関係 

  明治 ９ 年（１８７６） 調査 狭山名勝天然記念物大角力番付 No.４５５ 

  明治１７年（１８８４） ６月 茶園元祖ニ付御下ケ金受取 埼玉県勧業課 No.３５８ 

  明治３５年（１９０２）１２月 茶園栽培試験委託心得 農商務省農務局 No.４５４ 

  明治３５年（１９０２）１２月 茶園栽培委託試験設計要領 農商務省農務局 No.４５４ 

  明治３６年（１９０３） ６月 茶園栽培試験設計書 農務局製茶試験所 No.３６３ 

  明治４３年（１９１０） ５月 狭山老茶樹参観人芳名録 園主 中村善兵衛 No.２８８ 

 

○写真関係 

  老茶樹景観 

  中村善兵衛と老茶樹 

  大正１２年（１９２３） 牧野富太郎と老茶樹 

 

○資 料 

  老茶樹樹幹 

 

○参考文献 

狭山時報１巻３号 口絵 老茶樹病害調査 

雑録 老茶樹病害調査 

『ＡＬＬ ＡＢＯＵＴ ＴＥＡ 日本茶篇』ウイリアム Ｈ ユーカーズ １９３５ 

資料２ 



令和５年度 入間市文化財防火訓練 
 

日 時 令和６年２月４日（日） ９：３０～１０：３０ 

場 所 三輪神社（入間市中神） 

 

  文化財防火訓練は、国の制定する「文化財防火デー（毎年１月２６日）」に合わ

せて、貴重な文化財を火災から守ることを目的に実施するものです。 

この訓練の実施により、文化財関係者や地域住民の文化財愛護と防災の意識を高

めるとともに、地域の消防団との連携や協力によって、地域で文化財を持っていく

機運を醸成し、郷土の歴史を物語る文化財の保護につなげていきます。 

   

○訓練想定 

 令和６年２月４日（日）９時５０分頃、三輪神社境内で焚き火をしていたところ、強風によ

り拝殿に飛び火し延焼。境内にいた三輪神社関係者が火災を発見し、初期消火活動に

当たるが、延焼が拡大した。 

 

○訓練内容 

(1) 入間消防署による初期消火講習会 

(2) 神社関係者による訓練（通報・初期消火・重要物件搬出・避難誘導訓練） 

 (3) 消防団による訓練（出動・展開・放水訓練） 

 

協 力 埼玉西部消防組合入間消防署、入間市消防団第３分団 

三輪神社、三輪神社氏子、狭山地方交通安全協会金子支部 

金子地区消防後援会 

主 催 入間市教育委員会 

 






